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OR51E1; GPR164; OR51E1P; OR52A3P; POGR; PSGR2; Olfactory receptor 51E1; D-GPCR; G-
protein coupled receptor 164; Olfactory receptor 52A3; Prostate-overexpressed G protein-
coupled receptor; Prostate-specific G protein-coupled receptor 2
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	応用
	抗原情報
	背景
	嗅覚受容体は鼻の中の嗅覚分子と相互作用し、匂いの知覚を引き起こす神経反応を開始します。嗅覚受容体タンパク質は、単一のコーディングエクソン遺伝子から生じるGタンパク質共役受容体（GPCR）の大規模なファミリーのメンバーです。嗅覚受容体は、多くの神経伝達物質受容体やホルモン受容体と7つの膜貫通ドメイン構造を共有し、嗅覚信号の認識とGタンパク質を介した伝達を担っています。嗅覚受容体遺伝子ファミリーはゲノム中で最大です。この生物の嗅覚受容体遺伝子とタンパク質に割り当てられた命名法は、他の生物とは独立しています。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：嗅覚受容体、類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属します。組織特異性：前立腺で高発現しています。胎盤、骨格筋、心臓、卵巣、精巣などの他の組織でも、ごく微量に検出されることがあります。前立腺がんにおいては上昇が見られます。
	研究分野
	嗅覚伝達;
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	OR51E1抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	OR51E1抗体を用いたHeLa細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	OR51E1 抗体を使用した K562 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	D-GPCRポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

